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サンゲツが期間限定でティールームの内装をコーディネート 
 

サンゲツは、５月１５日から期間限定で同社のオリジナルブランド「EDA（English Design Agency)」の世界観を 

体感できる空間を丸の内の店舗でコーディネートしている。 

 

異業種ブランドとの新しい取り組みとして実施しているもので、丸の内のティールーム「Afternoon Tea TEAROOM  

丸の内新丸ビル」の内装を、「EDA」第一弾となるファブリックと壁紙のコレクション「HAMPSHIRE GARDENS 

（ハンプシャーガーデンズ）」で彩っている。 

 

６月２７日(水)までの期間中、イングランド南部の美しいガーデンを彷彿とさせる「ハンプシャーガーデンズ」のアイテムで 

店内空間を演出。窓辺には初夏の風を感じるカーテン、壁面には新緑の豊かさを感じるリーフデザインの壁紙アート 

パネルを設置するほか、テーブルウェアやクッションをコーディネート。 

「EDA」の世界観を体験しながら心地よいひとときを過ごすことができる。 

また、「EDA」のオリジナルアイテムや同店で使えるギフトチケットが当たるプレゼントキャンペーンのほか、丸の内新 

丸ビル限定メニューやスペシャルＴＥＡワークショップなどの特別企画を実施する。 

 

店舗情報 

◆ 店名＝「Afternoon Tea TEAROOM 丸の内新丸ビル」 

◆ 住所＝東京都千代田区丸の内１-5-1、新丸の内ビルディング４階 

◆ 電話＝03-5223-8050 

◆ 営業時間＝午前１１時～午後９時（日曜祝日は午後８時まで） 
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